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男成神社の男成神社の竹灯り竹灯り
秋の叙勲
　長年にわたって各分野の進展に尽力。
　その功績が認められて平成 24 年秋の叙勲を
受章したみなさんです。

元蘇陽町議会議員

立田 壽さん（塩原）
元清和村議会議員

（故）芹口 昭男さん（川口）

堀 信雄さん（御所）
山都町遺族会会長

古閑 憲之さん（川野）

元蘇陽町議会議員

中村 一男さん（滝上）

　地元から推され、53 歳で蘇陽町議員に初当選。
1977 年から 1989 年まで３期 12 年にわたって町議
を務めました。その間、産業開発常任委員会副委

員長や文教厚生常任委員な
どを歴任。基幹産業である
農業生産基盤の近代化に貢
献しました。受章に当たり
「驚いた。在任中支えてくれ
た地域の方々のおかげです」
と感謝しています。

　誠実で温情あふれる人柄から、地域住民から推
され、1988 年に清和村議員に初当選。2004 年ま
での４期 16 年にわたって村議を務めました。そ

の間、経済常任委員会委員
長、総務建設常任委員会委
員長、副議長を歴任、卓抜
した政治力と行動力を発揮
して、地方自治の発展と、
文教・厚生の進展に大きく
貢献しました。

　社会奉仕や環境美化などの活動に長年取り組む団体
や個人に贈られる「熊日緑のリボン賞」。山都町から
堀信雄さんが受賞しました。堀さんは、町内で行われ

る地域の祭や行事をビデオカ
メラで撮影。撮影した映像を
自ら編集して DVD に。それ
を一昨年前から町立図書館に
寄贈しています。「町の歴史を
一人でも多くの方に見てほし
い。今後は町内の太鼓や劇団
などを撮りたい」と、82 歳と
なっても更に意欲を見せる堀
さんです。

　長年にわたり、戦没者遺族の援護・救済に尽力され
た古閑憲之さんが、蒲島郁夫県知事から表彰されまし
た。古閑さんは、町戦没者遺族会会長として、２年に

一度の慰霊祭の実施や、町内
の慰霊碑・忠魂碑の清掃作業
を続けてきました。古閑さん
は郡遺族会副会長も務めてい
ます。受賞に当たり「とても
栄誉なことで感激しています」
と話しています。

　1964 年９月に蘇陽町議員に初当選。以来 1993
年まで、６期 25 年にわたり町議を務めました。
1987 年から 1989 年までと、1992 年から 1993 年

までの、合わせて３年９ヶ
月にわたり、議長を歴任。
議会内の調整に努力し、町
村議会制度の発展のために
尽くしました。受章に当た
り「支援してくれた地域方々
のおかげ」と喜びをかみし
めていました。
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